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1.交通計画検討の流れ
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• ⑪外来⽤必要駐⾞台数を下記の計算により算出した。
①外来数×②③⾃動⾞・タクシー利⽤率

×⑥ピーク率
×⑩平均駐⾞時間

• ⑦⑧ピーク時来台数に対して、⑫駐⾞場ゲート前滞留⻑、⑬歩道乗⼊
れ部滞留⻑、⑭⾞寄せ必要台数（降⾞）を検証した。

• ⑰⽅⾯別ピーク時来台数を⑮⑯⽅⾯⽐率から求め、現況交通量調査結
果に上乗せして、病院整備後の周辺交差点への影響について検証した。

• 検討・検証に際しては、新病院であり既存データがないため、H30広
島市交通実態調査（通院⽬的）の結果や、駐⾞場事業者・他病院の事
例を活⽤・参照した。

②⾃動⾞利⽤率
③タクシー利⽤率

④⾃動⾞利⽤外来数
⑤タクシー利⽤外来数

⑥ピーク率

⑦ピーク時⾃動⾞来台数
⑧ピーク時タクシー来台数

⑩平均駐⾞時間

①外来数

⑪外来⽤必要駐⾞台数 ⑫駐⾞場ゲート前滞留⻑
⑬歩道乗⼊れ部滞留⻑
⑭⾞寄せ必要台数（降⾞）

⑰⽅⾯別ピーク時来台数

⑮⑯⽅⾯⽐率

周辺交差点の影響検証
・交差点需要率
・⽅向別交通容量⽐

周辺交差点の
現況交通量調査



2.必要駐⾞台数等の予測
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備考（根拠）

計画値1,600⼈/⽇①外来数
H30広島市交通実態調査（通院⽬的）より45.8％

6.1％
②⾃動⾞利⽤率
③タクシー利⽤率

＝①×②
＝①×③

733⼈/⽇
98⼈/⽇

④⾃動⾞利⽤外来数
⑤タクシー利⽤外来数

駐⾞場利⽤実態データより 8時台21.00％⑥ピーク率
＝④×⑥ →駐⾞場利⽤
＝⑤×⑥

154台/時
20台/時

⑦ピーク時⾃動⾞来台数
⑧ピーク時タクシー来台数

＝⑦＋⑧ →交差点流⼊、⾞寄せ利⽤174台/時⑨ピーク時来台数
駐⾞場利⽤実態データより1.62⑩平均駐⾞時間（係数）
＝⑦×⑩
※⼤店⽴地法指針の算定式

249台⑪外来⽤必要駐⾞台数

＝(⑦/60×1.6－60/12)×6
※⼤店⽴地法指針の算定式（ゲート処理能⼒12秒/台）

0ｍ⑫駐⾞場ゲート前滞留⻑

＝（⑨/60×1.6－60/6)×6 値がマイナスの場合は0ｍ
※上記同様（歩道乗⼊れの所要時間6秒/台と想定）

0ｍ⑬歩道乗⼊れ部滞留⻑

＝⑨×1/60
※駅前広場計画指針

（タクシー降⾞時間0.5分、⾃家⽤⾞停⾞時間1分）

3バース⑭⾞寄せ必要台数（降⾞）



2.必要駐⾞台数等の予測（補⾜）
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◆予測⼿法についての考え⽅
• 国⼟交通省による「⼤規模開発地区関連交通計画マニュアル」では、⾃動⾞の発⽣

集中交通量の予測⼿順として、「開発計画（⽤途、規模等）」をもとに「発⽣集中
原単位」「交通⼿段分担率」「台換算係数」「ピーク率」を乗算・除算するフロー
が⽰されている。⼤店⽴地法指針でも、同様のフローとなる。

• 病院の場合は「外来数等の計画値」が上記の「原単位」×「施設規模」に相当する。
• その他の予測⼿法としては、類似施設の外来数や病床数と駐⾞台数との⽐較から予

測する⼿法もある。（例︓外来数が2倍の計画なら駐⾞台数は2倍必要）

◆ピークの考え⽅
• 交通量調査、既存病院の駐⾞場の時間帯別の利⽤実態データともに8時台がピーク

となっているため、8時台をピークとして分析を⾏う。



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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②⾃動⾞利⽤率
③タクシー利⽤率 →H30広島市交通実態調査（通院⽬的）

⑥ピーク率 → 県⽴⼆葉の⾥病院駐⾞場利⽤実態データ（事業者提供資料）

⾃動⾞（同乗）⾃動⾞（運転）タクシー全体

853813006286147064トリップ数

18.1427.636.08100.0⽐率（％）

マ ス タ ー フ ァ イ ル か ら 通 院 ⽬ 的 の ト リ ッ プ を 抽 出 し 、 代 表 交 通 ⼿ 段 が タ ク シ ー と ⾃ 動 ⾞ の ト リ ッ プ を 集 計

2 0 2 4 年 9 ⽉ 〜 2 0 2 5 年 8 ⽉ の 各 ⽉ の 平 ⽇ の 各 時 間 帯 の ⼊ 庫 台 数 か ら 算 出 し た ピ ー ク 率 の 最 ⼤ 値

広島市情報



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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②⾃動⾞利⽤率
③タクシー利⽤率 →H30広島市交通実態調査（通院⽬的）

バイク⾃転⾞徒歩全体

15414599900547064トリップ数

3.279.7719.13100.0⽐率（％）

マ ス タ ー フ ァ イ ル か ら 通 院 ⽬ 的 の ト リ ッ プ を 抽 出 し 、 代 表 交 通 ⼿ 段 が タ ク シ ー と ⾃ 動 ⾞ の ト リ ッ プ を 集 計

広島市情報

バス⾃動⾞（同乗）⾃動⾞（運転）タクシー

33548538130062861トリップ数

7.1318.1427.636.08⽐率（％）

その他船舶・
航空機

JR
（新幹線）

JR
（在来線）

アストラム
ライン市電

2850012025872086トリップ数

0.610.00.02.551.254.43⽐率（％）



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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広島市情報



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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⑩平均駐⾞時間（係数） →県⽴⼆葉の⾥病院駐⾞場利⽤実態データ（事業者提供資料）

法⼈情報

2 0 2 4 年 9 ⽉ 〜 2 0 2 5 年 8 ⽉ の 各 ⽉ の 平 ⽇ の 各 時 間 帯 の ⼊ 庫 台 数 及 び 在 庫 台 数 か ら 算 出 し た 平 均 駐 ⾞ 時 間 の 最 ⼤ 値
平 均 駐 ⾞ 時 間 ≒ 在 庫 ピ ー ク 台 数 ／ ⼊ 庫 ピ ー ク 台 数 = 1 0 時 台 在 庫 台 数 ／ 8 時 台 ⼊ 庫 台 数
（ 参 考 ） ⼤ 店 ⽴ 地 法 の 必 要 駐 ⾞ 台 数 の 算 定 式

必 要 駐 ⾞ 台 数 ＝ 「 ピ ー ク １ 時 間 当 た り の ⾃ 動 ⾞ 来 台 数 」 × 「 平 均 駐 ⾞ 時 間 係 数 」



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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A 県 ⽴ 病 院 （ 3 0 0 床 台 ） の 実 績 値

令和2年2⽉ 令和2年7⽉
1⽇あたり駐⾞台数（台） 622 402
延駐⾞時間（分） 59,609 39,829
1台あたり駐⾞時間（分） 96 99

B ⾃ 治 体 病 院 （ 3 0 0 床 台 ） の 実 績 値

2019年7⽉ 2019年9⽉
1⽉あたり駐⾞台数（台） 8,576 7,492
延駐⾞時間（分） 857,584 766,863
1台あたり駐⾞時間（分） 100 102



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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C 県 ⽴ 病 院 （ 5 0 0 床 台 ） の 実 績 値 よ り 最 ⼤ 在 庫 台 数 を 計 算
・ C 病 院 の 時 間 帯 別 シ ェ ア 率 を 参 考 に し て 、 新 病 院 の 駐 ⾞ 台 数 を 予 測 す る 。

時間帯 来院受付 会計終了 入庫台数 出庫台数 在庫台数

08:00～09:00 25.6% 0.0% 211 0 211

09:00～10:00 24.7% 11.5% 203 94 320

10:00～11:00 18.4% 18.0% 152 148 324

11:00～12:00 8.0% 17.2% 66 142 248

12:00～13:00 7.5% 14.6% 62 120 190

13:00～14:00 8.6% 11.8% 71 97 163

14:00～15:00 4.9% 11.9% 41 98 106

15:00～16:00 1.9% 9.0% 16 74 48

16:00～17:00 0.3% 4.8% 3 40 11

100.0% 98.7% 824 813

↑
④⾃動⾞利⽤外来数

受付時間帯毎（2011年5月の1週間の合計）

来院受付時間 人数
時間帯別ｼｪｱ

（％）
(A)

08:00～09:00 1,281 25.6%

09:00～10:00 1,233 24.7%

10:00～11:00 922 18.4%

11:00～12:00 400 8.0%

12:00～13:00 375 7.5%

13:00～14:00 431 8.6%

14:00～15:00 246 4.9%

15:00～16:00 96 1.9%

16:00～17:00 16 0.3%

合　計 5,000 100.0%
※　未院・診察待ち・中止は除く

※　診察・薬での受付（入院中外来は除く）

会計終了時間帯毎（2011年5月の1週間の合計）

会計終了時間 人数
時間帯別ｼｪｱ

（％）
（A）

08:00～09:00 1 0.0%

09:00～10:00 542 11.5%

10:00～11:00 851 18.0%

11:00～12:00 814 17.2%

12:00～13:00 689 14.6%

13:00～14:00 558 11.8%

14:00～15:00 563 11.9%

15:00～16:00 425 9.0%

16:00～17:00 228 4.8%

17:00～18:00 62 1.3%

合　計 4,733 100.0%

• 下表は、C病院の時間帯別シェア率で新病院⾃動⾞利
⽤外来数824台を時間帯に振り分けたものである。

• 10:00〜11:00の在庫台数が324台と最⼤になる。



H30広島市交通実態調査（通院⽬的） 平均駐⾞時間1時間 平均駐⾞時間2時間 平均駐⾞時間3時間
時刻帯 トリップ数 ⽐率 時刻帯 ⼊庫台数 出庫台数 在庫台数 時刻帯 ⼊庫台数 出庫台数 在庫台数 時刻帯 ⼊庫台数 出庫台数 在庫台数
7 910 1.9% 7 16 16 7 16 16 7 16 16
8 5742 12.2% 8 101 16 101 8 101 117 8 101 117
9 11379 24.2% 9 199 101 199 9 199 16 300 9 199 316
10 9053 19.2% 10 158 199 158 10 158 101 357 10 158 16 458
11 5124 10.9% 11 90 158 90 11 90 199 248 11 90 101 447
12 1840 3.9% 12 32 90 32 12 32 158 122 12 32 199 280
13 2014 4.3% 13 36 32 36 13 36 90 68 13 36 158 158
14 3121 6.6% 14 54 36 54 14 54 32 90 14 54 90 122
15 3148 6.7% 15 55 54 55 15 55 36 109 15 55 32 145
16 2584 5.5% 16 45 55 45 16 45 54 100 16 45 36 154
17 1778 3.8% 17 31 45 31 17 31 55 76 17 31 54 131
18 252 0.5% 18 4 31 4 18 4 45 35 18 4 55 80
19 119 0.3% 19 3 4 3 19 3 31 7 19 3 45 38

47064 100.0% 824 821 824 817 824 786

2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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H 3 0 広 島 市 交 通 実 態 調 査 （ 通 院 ⽬ 的 ） の 時 刻 帯 分 布 を も と に 在 庫 台 数 を 計 算
・ 平 均 駐 ⾞ 時 間 を 1 時 間 か ら 3 時 間 ま で の パ タ ー ン に 分 け て 駐 ⾞ 台 数 を 予 測 す る 。

↑
④⾃動⾞利⽤外来数

↑
④⾃動⾞利⽤外来数

広島市情報

↑
④⾃動⾞利⽤外来数

• 平均駐⾞時間が1時間の場合、在庫台数の最⼤は約200台、2時間の場合は約360台、3時間の場合
は約460台となる。



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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⑪外来⽤必要駐⾞台数 →⼤店⽴地法指針の算定式

⑫駐⾞場ゲート前滞留⻑ →⼤店⽴地法指針の算定式
⑬歩道乗⼊れ部滞留⻑ →⼤店⽴地法指針の算定式

駐 ⾞ 場 ゲ ー ト 前 は
オ ペ レ ー タ ー な し と し て
安 全 側 に 1 2 秒 と 想 定

歩 道 乗 ⼊ れ 部 は
左 右 の 安 全 確 認 の み と し て
6 秒 と 想 定

※ ⼤ 規 模 ⼩ 売 店 舗 を 設 置 す る 者 が 配 慮 す べ き 事 項 に 関 す る 指 針 （ 平 成 1 9 年 2 ⽉ 1 ⽇ 経 済 産 業 省 告 ⽰ 1 6 号 ）



2.必要駐⾞台数等の予測（根拠資料）
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⑭⾞寄せ必要台数（降⾞） →駅前広場計画指針
※ 駅 前 広 場 計 画 指 針 （ 1 9 9 8 年 建 設 省 都 市 局 都 市 交 通 調 査 室 監 修 ）

• ⾞寄せ（降⾞）の必要台数は、駅前広計画指針におけるタクシー降⾞バース数、⾃家⽤⾞乗降場
のバース数の算定⽅法を参考に算定する。

• 1⼈当たりタクシー降⾞時間の参考値は0.5分/⼈、⾃家⽤⾞の平均停⾞時間は1分であることから、
降⾞にかかる時間を安全側の1分/台と想定する。

• ⾃家⽤⾞とタクシーの全てが⾞寄せを利⽤すると想定し、ピーク時来台数×1/60により算定する。



3.⽅⾯別ピーク時来台数の予測
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備考（根拠）

⼆次医療圏（広島圏域）の⼈⼝を⽅⾯に割振り
465,519⼈（中区、南区、⻄区）
385,350⼈（安佐南区、佐伯区）
260,358⼈（東区、安佐北区）
197,792⼈（安芸区、府中町、海⽥町、熊野町、坂町）
※住⺠基本台帳⼈⼝（R4.1.1現在）

35.6％
29.4％
19.9％
15.1％

⑮⽅⾯⽐率
南⽅⾯
⻄⽅⾯
北⽅⾯
東⽅⾯

⾼速5号線開通後の⽅⾯別来院台数は、南北⽅⾯からそれ
ぞれ5％利⽤すると想定する。
南⽅⾯ 35.6％-5％＝30.6％
北⽅⾯ 19.9％-5％＝14.9％

30.6％
29.4％
14.9％
15.1％
10.0％

⑯⽅⾯⽐率（⾼速あり）
南⽅⾯
⻄⽅⾯
北⽅⾯
東⽅⾯
⾼速利⽤

＝⑨×⑮ →交差点の検証
62台/時
51台/時
35台/時
26台/時

⑰⽅⾯別ピーク時来台数
南⽅⾯
⻄⽅⾯
北⽅⾯
東⽅⾯

＝⑨×⑯ →交差点の検証

53台/時
51台/時
26台/時
26台/時
18台/時

⑱⽅⾯別ピーク時来台数
（⾼速あり）

南⽅⾯
⻄⽅⾯
北⽅⾯
東⽅⾯
⾼速利⽤

⾼速5号線開通後の交通量も予測



4.来退院ルートの想定・交差点調査箇所
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⑥東蟹屋町⑥東蟹屋町

⑤新幹線⼝(東)⑤新幹線⼝(東)

④新幹線⼝(⻄)④新幹線⼝(⻄)

①常盤橋東詰①常盤橋東詰

➁にぎつ神社前➁にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

③⼆葉の⾥1丁⽬1番③⼆葉の⾥1丁⽬1番

⑧光町2丁⽬6番⑧光町2丁⽬6番

⑨光町2丁⽬6番北⑨光町2丁⽬6番北

凡例

来院⾞両

退院⾞両

調査箇所



5.各交差点の増加交通量の予測＜⾼速なし＞
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東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

常盤橋東詰常盤橋東詰

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

26

148

26148

26

86

86

51

35
35

51

86

東⽅⾯
26台/時

（15.1％）

⻄⽅⾯
51台/時

（29.4％）

62

62

北⽅⾯
35台/時

（19.9％）

南⽅⾯
62台/時

（35.6％）

凡例

来院⾞両

退院⾞両

調査箇所

午前8時（ピーク時）における来院⾞両174台の⽅⾯別の交通量予測



5.各交差点の増加交通量の予測＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞
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東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

常盤橋東詰常盤橋東詰

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

26

144

26148

26

95

18 1877

51

26
26

51

77

東⽅⾯
26台/時

（15.1％）

北⽅⾯
26台/時

（14.9％）

南⽅⾯
53台/時

（30.6％）

⻄⽅⾯
51台/時

（29.4％）

⾼速利⽤
18台/時

（10％想定）

53

53

凡例

来院⾞両

退院⾞両

調査箇所

午前8時（ピーク時）における来院⾞両174台の⽅⾯別の交通量予測



6.各交差点の計算結果（現況）
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常盤橋東詰常盤橋東詰

東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

※各交差点の枠内の数値の⾒⽅
枠内中央の値︓交差点需要率（右上の上限値（交差点毎に算出）を超えるとパンク状態

→⾞線を増やす等の物理的な改良が必要）
⽮印の値︓⽅向別交通容量⽐（1.0を超えると混雑 →信号の時間調整等が必要）※現況のピーク時は午前8時台



6.各交差点の計算結果（現況）
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• いずれの交差点も、交差点需要率（※１）が各交差点における上限値を下回っており、問題はない。
• ⽅向別交通容量⽐（※２）についても、全ての箇所で1.0を下回っており、問題はない。

• 地点②と地点⑥では、交差点需要率や⽅向別交通容量⽐の数値が⾼くなっており、現状でも混
雑気味である。

（※１）交差点需要率
交差点需要率とは、単位時間内に交差点が信号で処理できる交通量に対し、実際に流⼊
する交通量の⽐率のこと。⼀般的に信号制御による損失を考慮した 概ね0.9 （詳細は
交差点毎に計算）が円滑な交通処理が出来る判断基準とされている。

（※２）⽅向別交通容量⽐
交通容量⽐とは、各⾞線の混雑の度合いを把握するための指標のこと。
交通容量⽐＝流⼊交通量Ａ／可能交通容量Ｂ

流⼊交通量Ａ︓実際に交差点に流⼊する交通量
可能交通容量Ｂ︓各⾞線毎の道路条件及び交通条件で通過できる交通量（理論値）

交通容量⽐が 1.0 以上の場合、交差点を通過するために複数回の信号待ちが⽣じる可
能性がある。

【数値の読み⽅】

※現況のピーク時は午前8時台

各交差点の計算結果



6.各交差点の計算結果（現況）
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• 信号現⽰の変更箇所（地点②）

※現況のピーク時は午前8時台



6.各交差点の計算結果（現況）
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• 信号現⽰の変更箇所（地点④）

※現況のピーク時は午前8時台



7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速なし＞
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東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

常盤橋東詰常盤橋東詰

※各交差点の枠内の数値の⾒⽅
枠内中央の値︓交差点需要率（右上の上限値（交差点毎に算出）を超えるとパンク状態

→⾞線を増やす等の物理的な改良が必要）
⽮印の値︓⽅向別交通容量⽐（1.0を超えると混雑 →信号の時間調整等が必要）

午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前8時台に
おける来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果
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• 現況調査結果に、病院整備後の増加交通量を来退院ルート（⾼速なしの場合）に沿って各交差点
に上乗せ。

• いずれの交差点も、交差点需要率（※１）が各交差点における上限値を下回っており、問題はない。
• ⽅向別交通容量⽐（※２）についても、全ての箇所で1.0を下回っており、問題はない。

• 現状で混雑気味の地点②と地点⑥に加えて、地点①,③,➃においても数値が若⼲⾼くなるが基準
値は下回っている。

7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速なし＞

（※１）交差点需要率
交差点需要率とは、単位時間内に交差点が信号で処理できる交通量に対し、実際に流⼊する交通量の⽐率のこと。⼀般的に
信号制御による損失を考慮した 概ね0.9 （詳細は交差点毎に計算）が円滑な交通処理が出来る判断基準とされている。

（※２）⽅向別交通容量⽐
交通容量⽐とは、各⾞線の混雑の度合いを把握するための指標のこと。
交通容量⽐＝流⼊交通量Ａ／可能交通容量Ｂ

流⼊交通量Ａ︓実際に交差点に流⼊する交通量
可能交通容量Ｂ︓各⾞線毎の道路条件及び交通条件で通過できる交通量（理論値）

交通容量⽐が 1.0 以上の場合、交差点を通過するために複数回の信号待ちが⽣じる可能性がある。

午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前8時台に
おける来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果



7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞

25

東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

常盤橋東詰常盤橋東詰

※各交差点の枠内の数値の⾒⽅
枠内中央の値︓交差点需要率（右上の上限値（交差点毎に算出）を超えるとパンク状態

→⾞線を増やす等の物理的な改良が必要）
⽮印の値︓⽅向別交通容量⽐（1.0を超えると混雑 →信号の時間調整等が必要）

午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前8時台に
おける来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果
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• 現況調査結果に、病院整備後の増加交通量を来退院ルート（⾼速あり︓⾼速5号線開通後の場
合）に沿って各交差点に上乗せ。

• いずれの交差点も、交差点需要率（※１）が各交差点における上限値を下回っており、問題はない。
• ⽅向別交通容量⽐（※２）についても、全ての箇所で1.0を下回っており、問題はない。

• 現状で混雑気味の地点②と地点⑥に加えて、地点①,③,➃においても数値が若⼲⾼くなるが基準
値は下回っている。

（※１）交差点需要率
交差点需要率とは、単位時間内に交差点が信号で処理できる交通量に対し、実際に流⼊する交通量の⽐率のこと。⼀般的に
信号制御による損失を考慮した 概ね0.9 （詳細は交差点毎に計算）が円滑な交通処理が出来る判断基準とされている。

（※２）⽅向別交通容量⽐
交通容量⽐とは、各⾞線の混雑の度合いを把握するための指標のこと。
交通容量⽐＝流⼊交通量Ａ／可能交通容量Ｂ

流⼊交通量Ａ︓実際に交差点に流⼊する交通量
可能交通容量Ｂ︓各⾞線毎の道路条件及び交通条件で通過できる交通量（理論値）

交通容量⽐が 1.0 以上の場合、交差点を通過するために複数回の信号待ちが⽣じる可能性がある。

7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞ 午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前

8時台における来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果



7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞
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東蟹屋町東蟹屋町

新幹線⼝東新幹線⼝東

新幹線⼝⻄新幹線⼝⻄

にぎつ神社前にぎつ神社前饒津ガード

駅⻄陸橋

荒神陸橋

愛宕踏切

常盤橋東詰常盤橋東詰

※各交差点の枠内の数値の⾒⽅
枠内中央の値︓交差点需要率（右上の上限値（交差点毎に算出）を超えるとパンク状態

→⾞線を増やす等の物理的な改良が必要）
⽮印の値︓⽅向別交通容量⽐（1.0を超えると混雑 →信号の時間調整等が必要）

午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前8時台に
おける来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果
※地点④︓新幹線⼝(⻄ )交差点は、⾼速開通後のR12推計値に上乗せ

⾼速開通・交差点改良後
• ⾼速開通後のR12推計値（H29公安協議時）に病院増加

分を上乗せ
• R12推計値は各⽅向とも交通量が増加、信号現⽰は東⻄

⽅向の⻘時間を短く、南北⽅向の⻘時間を⻑く調整
• 東流⼊部の右折は交通容量⽐が1.0を超えるが、1秒の

時間調整で解消可能な程度
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• 現況調査結果に、病院整備後の増加交通量を来退院ルート（⾼速あり︓⾼速5号
線開通後の場合）に沿って各交差点に上乗せ。

• 地点④（新幹線⼝(⻄)交差点）は、⾼速開通後のR12推計値（H29公安協議
時）の交通量や信号現⽰を前提とする。

• いずれの交差点も、交差点需要率（※１）が各交差点における上限値を下回ってお
り、問題はない。

• ⽅向別交通容量⽐（※２）については、地点④の東流⼊部の右折を除く全ての箇所
で1.0を下回っており、問題はない。

• 病院整備後の東流⼊部右折の交通容量⽐が1.0を超えるが、R12推計値で設定さ
れている信号時間を1秒調整（右折の⻘時間を1秒延⻑）することで解消可能な
程度であり、問題ないと考えられる。

7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞

（※１）交差点需要率
交差点需要率とは、単位時間内に交差点が信号で処理できる交通量に対し、実際に流⼊する交通量の⽐率のこと。⼀般的に
信号制御による損失を考慮した 概ね0.9 （詳細は交差点毎に計算）が円滑な交通処理が出来る判断基準とされている。

（※２）⽅向別交通容量⽐
交通容量⽐とは、各⾞線の混雑の度合いを把握するための指標のこと。
交通容量⽐＝流⼊交通量Ａ／可能交通容量Ｂ

流⼊交通量Ａ︓実際に交差点に流⼊する交通量
可能交通容量Ｂ︓各⾞線毎の道路条件及び交通条件で通過できる交通量（理論値）

交通容量⽐が 1.0 以上の場合、交差点を通過するために複数回の信号待ちが⽣じる可能性がある。

午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前
8時台における来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果

※地点④︓新幹線⼝(⻄ )交差点は、⾼速開通後のR12推計値に上乗せ
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7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞ 午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前

8時台における来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果

現況調査では
36秒

同
27秒

同
47秒

同
12秒

現況調査
では

140秒
1.0を上回る

※地点④︓新幹線⼝(⻄ )交差点は、⾼速開通後のR12推計値に上乗せ
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7.各交差点の計算結果（整備後）
＜⾼速あり︓⾼速5号線開通後＞ 午前8時台の現況ピーク時交通量に、来院のピークとなる午前

8時台における来院⾞両174台を加えた交通量での計算結果
信号現⽰調整後

1秒
短縮

1秒
延⻑

右折⻘時間を1秒右折⻘時間を1秒
延⻑することで
1.0を下回る

※地点④︓新幹線⼝(⻄ )交差点は、⾼速開通後のR12推計値に上乗せ
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8.R12推計値 ※ 広 島 ⾼ 速 道 路 公 社 よ り 受 領 道路公社情報

現況︓741台

現況︓2,630台

現況︓1,935台

現況︓1,848台

※交通量は
各⽅向とも
増加

※信号⻘時間は
南北⽅向は増加
東⻄⽅向は減少

※⾼速出⼊⼝
整備に伴い
交差点改良

現況︓
47秒

現況︓
36秒

現況︓
27秒

現況︓
7秒
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9.交差点の計算⽅法

③ 信 号 現 ⽰ （ ⽅ 向 別 の ⻘ 時 間 等 ）

② ピ ー ク 時 の ⽅ 向 別 交 通 量

① 時 間 帯 別 の 交 差 点 交 通 量
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9.交差点の計算⽅法

③ 信 号 現 ⽰ （ ⽅ 向 別 の ⻘ 時 間 等 ）② ピ ー ク 時 の ⽅ 向 別 交 通 量交 差 点
需 要 率

⽅ 向 別
交 通 容 量 ⽐

④ 交 差 点 の 計 算 結 果


